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目的目的目的目的
　ボウリングの投球において、理想的なフォームを
学習する前と後とでは、投球フォームにどのような
変化がみられるか比較し、分析する。

撮影方法撮影方法撮影方法撮影方法
　縦３m横１.１m高さ２mの実験エリアをつくり側面
と背面の２方向からカメラで被験者を撮影した。
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実験方法実験方法実験方法実験方法
　被験者３名にボウリングを実際に
行わせ、その様子を撮影した。後日ボウリ
ングに関する参考資料や映像を被験者に
みせ、再びボウリングを行わせた。
　撮影場所が限られていたため、本実験で
はフォワードスイングからリリースまでの動
きに着目した。
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